
概要版 【数学科】

数学科において知識をつなぎ説明できる生徒の育成
―「反転学習」「ますコミタイム」「自己評価」を通して―

研究のねらい
数学科において知識をつなぎ説明できる生徒を育成するために、「自己評価」の場面を設定し、
「反転学習」を生かした導入の工夫と、「ますコミタイム(増す,math,mass,communication
time)」という説明し伝え合う活動を行うことの有効性について実践を通して明らかにする。

令和５年度 前橋長期研修研究員
前橋市立富士見中学校 小池 智己

研究の概要
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本研究における「反転学習」
反転学習とは、「授業と家庭学習が連動した学び(※)」のことである。本研究における「反転学習」は、授業
における説明し伝え合う時間の充実のために、従来、授業の導入で行っていた「本時に関わる知識を確認
し、課題について見通しをもてるような教材提示の場面」を映像化して家庭にて予習できるようにした。
※文部科学省(2016) 文部科学白書第11章 ICTの活用の推進

一単位時間の授業

導入 展開 終末

【手立て１】
反転学習を生かした

導入の工夫

【手立て２】
「ますコミタイム」

の設定

【手立て３】
ルーブリックによる自己評価

【指導上の課題】
・導入において、生徒が課題に対して問題解決の
見通しもつ時間を確保する必要がある。
・自他の考えを数学的な表現を用いて説明し合い、
考えを深める活動を充実させる必要がある。
・本時で学んだことの自覚を促すような指導の工
夫を行う必要がある。

【生徒の実態】
・予習は大切だと思っているが、実際に予習をして
いる生徒は少ない。
・問題に解答できても、その根拠や理由を自分の
言葉で説明することが苦手な生徒が多い。
・本時の内容がどの程度分かったのか、あまり自
覚することなく、そのままにしてしまう傾向がある。

対面授業家庭学習



【手立て３】

ルーブリックによる自己評価

【手立て１】
反転学習を生かした導入の工夫

実践の概要

「反転学習」「ますコミタイム」「自己評価」を通した授業例 第２学年数学科「角と平行線」（全９時間）

第７時の授業 めあて「図形の性質を使って、くさび形の角の和を説明しよう」

家
庭
学
習

「予習動画で使っていた
性質は何かな？」

(既習の知識の想起)

「これって
いつでもできるのかな？」

(めあての設定)

３つの発問で予習動画の内容を確認し、めあてを
設定した。

既習の知識の想起と問題解決の見通しがもてる
よう１分程度の動画（以下、予習動画）を作成した。

予習動画の内容

①既習の知識の想起

②問題の提示

③問題解決の見通し

〔動画ナレーション〕
実際には、このように使える性質で
す。

先程の性質を使って、∠ＡＤＣの大きさ
をもとめましょう。

ここに補助線を引くと三角形ができ、
先程の性質が使えます。

ここに注目して
続きを考えてくださ
い。

「どのように使っていたかな？」
(問題解決の見通し)

予習動画を視聴した際の理解度を自己評価でき
る評価規準を設定し、「予習ルーブリック」として
示した。

予習ルーブリック

②の問題の提示では、①の数値を
そのまま用いて問題を提示しました。

個人差があるため、前時までの取組を見取り
つつ、導入での支援に生かしました。

理解度を自己評価

自己評価シート

予習ルーブリック 授業ルーブリック

授業の終末に次時の自己評価シートを配付し、
ノートに貼るようにしました。生徒は常に規準
を確認しながら学習できるようにしました。

２．つかむ②

予習動画を
視聴する

・・・学習活動

１．つかむ①



【手立て２】
「ますコミタイム」の設定

３．深める①
ますコミタイム１

対
面
授
業

５．まとめ振り返る

４．深める②
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(生徒Ｂ)30度、40度、50度以外で
も言えるように、角度を文字で置い
て・・・∠Ａと∠Ｂを足して・・・

(生徒Ｃ)どの角と
どの角をくっつけ
てるの？

予習動画の問題

自分で考えた
解き方を
説明する

全体で
共有する

再び
説明する

生徒Ａのノート

(生徒Ｂ)
最初より説明が
すっきりしたね

生徒が自分で考えた解き方を他者に説明し、自らの
理解度に気付くことができる活動を設定した。説明を
より洗練させるため、ますコミタイムを２度行った。

学習の達成度を自己評価できる評価規準を、
「授業ルーブリック」として示した。

大型提示装置により提示した説明のポイント

それはどの色
の規準かな？

規準との照らし合わせ

班の人の説明で、「分かりやすいな」
と思った部分があれば教えてね。

説明する

生徒Ａのノート

生徒Ａの説明は予習動画の再現をしただけであり、数学
的な表現が用いられていませんでしたが、生徒Ｂの説明
を聞き、文字で表すことの必要性を見いだしていました。

(生徒Ａ)どんな角度でも言えるように、Bさん
は文字や記号で説明しているんだな

(既習の知識)

(生徒Ａ)「くっつける」って表現は分かりやすいと
思っていたけれど、どの角を指しているのかが
伝わりにくいんだな

自分の考えを、数学的な表現を用いつつ、式の意味
を言葉で補いながら論理的に説明していました。

授業ルーブリック

生徒Ａは、生徒Ｂの説明や「全体で確認す
る」の場面を通して、文字にする必要性や式
で表すよさに気付き、「再び説明をする」の
場面で、文字式を用いて説明していました。

(丸印：数学的な表現)
(矢印：論理的な説明)

(生徒Ａ)友達に伝える
ために、予習動画の
数値を書き込んだよ

達成度を自己評価

文字を使って表して
いるのが、すっきり
しててよかったです

達成度を自己評価

生徒Ａは、式同士を足し算することを
「くっつける」と表現しましたが、生徒
の中で規準の理解が進み、この表現
では相手に正しく伝わりにくいと気付
き、ここでは丸を付けませんでした。

説明例を確認した後の
生徒Ａのノート

②

(生徒Ａ)②も①の式と同じで、三角形
の外角だから… (数学的な表現)

授業ルーブリック



研究のまとめ

【手立て１】
反転学習を生かした導入の工夫

【手立て２】
「ますコミタイム」の設定

【手立て３】

ルーブリックによる自己評価

〇家庭学習で予習動画を視聴し、対面授業の導入で要点を確認することは、生徒が既習の知識を想
起し、問題解決の見通しをもつことに有効であった。

〇ますコミタイムを通して、一度自分の言葉で説明を行った後、友達の説明や指摘を受けて再度
自分の言葉で説明をつくりあげることで、新しい知識が既習の知識と関連付けられて構造化し、
深い学びの実現に近づいた。

〇自己評価によって自身の学びを自覚することで、生徒は繰り返し予習動画を視聴したり、その日
に行った授業の復習として再度家庭で予習動画を視聴したりするなど、自分の学習を見直すきっ
かけとなった。

◇予習動画の有用性や家庭学習の価値を生徒が実感できるようにする必要がある。
◇学習内容によっては個人差があるため、個に応じたルーブリックを作成する必要がある。

生徒アンケート結果

(事前)Ｑ２「いいえ」
理由「予習しても分からないから」

(事後)Ｑ２「はい」
理由「事前にやれば

授業を理解しやすいから」

「反転学習」についての感想

Ｑ１(事前)予習をしていますか。
していない / あまりしていない / どちらかと言えばしている / している

48%      27%           15%          10%     

２５％

Ｑ２．予習をすることは、必要だと思いますか。

61%
87%

39%
13%

事前 事後

はい いいえ

生徒アンケート結果

授業(ますコミタイム)で、友達やクラス
全体の意見を聞いて自分の考えを見直し
たり、よりよいものにしたりすることが
できますか。

抽出生徒「生徒Ｆ」の変容抽出生徒「生徒Ｅ」の変容

27%
46%

46%

41%

23%
12%

5% 1%

事前 事後

できていない
あまりできていない
どちらかと言えばできている
できている

(評価シートに記入することで、)その日
の授業で何ができるようになったかを、
自分で把握できましたか。

14％
向上!

予習動画や友達の説明からヒントを得て補
助線を引き説明できたが、なぜそこに補助
線を引くのか理由があいまいだったため、
分かりやすくなかったと自己評価している。

・今日の自分こう考えたんだとか、できるよう
になったこととかがいつでも見られた。
・説明するときに意識するところが分かって、
より分かりやすい説明ができた。
・自分の得意・不得意なところが理解できた。

49%
65%

42%
32%

8% 3%
1% 0%

事前 事後

できない
あまりできない
どちらかと言えばできる
できる

27%

60%

12%
1%

見なかった

あまり見なかった

だいたい見た

毎回見た

62％
向上!

８７％

Ｑ１(事後)予習動画を見ましたか。

抽出生徒「生徒Ｄ」の変容

16％
向上!

予習をしておくと、
授業がスムーズ
に受けられる。
（生徒の記述より）

「自己評価」についての感想

成果と課題

・とても分かりやすくて､数学が苦手な私に
とって､本当にありがたかったです。これか
らも予習動画がほしいくらいです。
・授業の内容が大体分かった状態で授業を
受けることができたので頭に入りやすかっ
たです。

こ

問題１ 問題２

26％
向上!

問題１での考え方を
生かしています。

生徒Ｅは言葉での記述があると、式を読み
取りにくいと感じたので記述を減らし、その
分を説明の中で補っていました。

「ますコミタイム」についての感想

・前まで班で話し合うとか、説明するとか苦
手だったけど、この授業で、班で他の人の
意見を聞くことで、より理解できるようにな
るなと思いました。
・色々な人の意見が聞けたし、自分で説明
することでより理解が深まったと思う。

生徒アンケート結果


